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まえがき 

 

福岡県では、昭和５２年からがんが死因の第１位を占め、令和５年には、約６万２

千人の死亡者の約３人に１人、約１万６千人の方ががんで亡くなられており、がん対

策が重要な課題となっています。 

 がん対策を総合的かつ計画的に推進するため、本県では、「福岡県がん対策推進計

画」を策定し、「科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実」「患者本位で持続可

能ながん医療の提供」「がんとともに尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築」「働

きながらがん治療を受けられる環境の整備」を全体目標に掲げ、がん患者を含めた県

民ががんを知り、がんを克服することを目指して、がん対策に取り組んでいます。 

 がん対策を効果的に実施するためには、がんの罹患や死亡等の正確な実態を把握す

ることが必要であり、その役割を果たすのが「がん登録」です。 

平成２８年１月、「がん登録等の推進に関する法律」の施行により、「全国がん登

録」となり、病院からの届出が義務化され全国で網羅的ながん情報の収集が可能と

なり、がん対策の充実に活かされています。 

本県の「全国がん登録」の登録件数は、令和６年末までで５０７，８８６件にな

ります。 

このたび、令和５年の診断症例を基に、「全国がん登録」のデータを活用して、が

んの罹患率や受療状況等について、報告書としてとりまとめました。この報告書

が、がんの予防やがんの医療などにお役立ていただければ幸いに存じます。 

 本県の「全国がん登録」にご協力いただきました福岡県医師会、がん診療連携拠

点病院等をはじめ、県内の各医療機関の皆さまに対して深く感謝申し上げますとと

もに、引き続き、がん登録制度の円滑な実施に御理解と御協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

 

令和８年６月 

福岡県保健医療介護部長 牟田口 徹 
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第１章 福岡県がん登録の概要 

 

１－１ 福岡県がん登録 

 

（１） 福岡県がん登録とは 

 がん登録は、がん罹患の実態を把握するための唯一の方法であり、福岡県では 2011年（平

成 23年）から、「福岡県地域がん登録」として開始しました。2016年（平成 28年）1月 1

日からは「がん登録等の推進に関する法律」（以下、「法律」という。）に基づく「全国がん

登録」が開始され、日本国内でがんと診断されたすべての人のデータを、国で一元管理さ

れる仕組みが構築されました。この仕組みの中で、本県におけるがんの実態の把握を目的

としたものを「福岡県がん登録」と位置付け、福岡県（がん感染症疾病対策課）が実施主体

となり、登録・集計及び分析を、福岡県保健環境研究所に設置された「福岡県がん登録室」

が行っています（図１）。 

 がん登録の目的は、対象地域や国におけるがんの罹患、治療、転帰等の状況を把握・分析

し、今後のがん対策の総合的な推進を図るための基礎資料を得ることです。 

 

図１ 福岡県がん登録の体制図 
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（２） 届出の必要ながんの種類 

 法律第 2 条第 1 項では、がんを「悪性新生物その他政令で定める疾病」と定めており、

届出対象となるものは、表１に示すとおりです。 

 

 表 1 届出の対象となるがん・腫瘍（法律施⾏令第 1 条第 1 号から第 4 号） 
１ 悪性新生物及び上皮内がん（※） 

２ 髄膜又は脳、脊髄、脳神経その他の中枢神経系に発生した腫瘍 
  （悪性新生物及び上皮内がんに該当するものを除く。） 

３ 卵巣腫瘍（次に掲げるものに限る。） 
  イ 境界悪性漿液性乳頭状のう胞腫瘍 
  ロ 境界悪性漿液性のう胞腺腫 
  ハ 境界悪性漿液性表在性乳頭腫瘍 
  ニ 境界悪性乳頭状のう胞腺腫 
  ホ 境界悪性粘液性乳頭状のう胞腺腫 
  ヘ 境界悪性粘液性のう胞腫瘍 
  ト 境界悪性明細胞のう胞腫瘍 

４ 消化管間質腫瘍（第１号に該当するものを除く。） 

※悪性新生物及び上皮内がんは、国際疾病分類腫瘍学第 3.2 版（ICD-O-3.2）（厚生労働大臣統計情
報部）において、悪性（性状コード 3）又は上皮内癌（性状コード 2）に分類された腫瘍を意味し
ます。 

 

（３） 届出項目 

 届出票の主な項目は、個人識別情報（氏名、性別、生年月日、診断時住所）、腫瘍情報（原

発部位、病理診断、診断日、進展度）、初回治療情報（治療方法とその有無）、死亡日等です

（表 2）。 

 

 表 2 全国がん登録届出項目一覧 
・ 病院等の名称 ・ 診断日 
・ 診療録番号  ・ 発⾒経緯 
・ カナ氏名 ・ 進展度・治療前 
・ 氏名 ・ 進展度・術後病理学的 
・ 性別 ・ 外科的治療の有無 
・ 生年⽉日 ・ 鏡視下治療の有無 
・ 診断時住所 ・ 内視鏡的治療の有無 
・ 側性 ・ 外科的・鏡視下・内視鏡的治療の範囲 
・ 原発部位 ・ 放射線療法の有無 
・ 病理診断 ・ 化学療法の有無 
・ 診断施設 ・ 内分泌療法の有無 
・ 治療施設 ・ その他の治療の有無 
・ 診断根拠 ・ 死亡日 



3 

 

（４） がん情報の収集 

 福岡県内の病院等の管理者は、届出対象となっているがんを診断又は治療した場合に届

出票を作成し、福岡県がん登録室に提出します。国立研究開発法人国立がん研究センター

（以下「国立がん研究センター」という。）は、各都道府県のがん登録室から提出された届

出情報を基に、複数の都道府県間での患者の突合を行い、必要に応じて、都道府県の市町

村に対して実施した住民異動調査の結果に基づく同一人物処理を行います。 

 死亡情報については、人口動態調査において県内の市区町村が作成し、厚生労働大臣に

提出した死亡者情報票が、厚生労働大臣の権限及び事務を委任された国立がん研究センタ

ーに提供され、把握されます。 

 国立がん研究センターによる届出票データと死亡者情報票データの照合において、死亡

者情報票でのみ把握された腫瘍については、遡り調査の対象となります（図 1）。 

 

（５） 福岡県がん登録の経過 

 2016 年（平成 28 年）1 月 1 日の全国がん登録開始後、2024 年（令和 6 年）末までに、県

内の医療機関から 507,886 件の届出票を得ました。2023 年（令和 5 年）の死亡者情報票に

より初めて把握されたがんについては、2025 年（令和 7 年）9 月に「遡り調査」を行いま

した。 

 今回、届出票の 2023 年（令和 5 年）診断症例について、罹患確定・集計し、罹患率の計

測を行いましたので、福岡県がん登録報告書として報告します。 

 

 

１－２ 登録情報の処理 

 

 各医療機関から、集計対象症例年の翌年末までに届出されたがん罹患の新規報告につい

て、原発部位、組織型など記載内容の医学的整合性を確認した上で、電算処理によるデー

タチェック及び重複届出照合などの点検修正を経て、登録します。 

 死亡情報については、厚生労働省人口動態調査の死亡票をもとに市区町村長が作成した

死亡者情報票のうち、死因が悪性新生物の者について全てのがん登録患者と照合し、その

とき届出がされておらず死亡者情報票を契機に同定されたがん（DCI 症例）を「死亡票の

みのがん」としてデータを作成し、届出漏れの一部を把握します。「死亡票のみのがん」の

うち、遡り調査により詳細な診療情報が入手できないがん（DCO 症例）は、死亡年月日を

診断年月日として扱っています。 

 登録データの中から該当集計年に新たにがんと診断されたものを抽出し、これに「死亡

票のみのがん」を合わせて、その年の罹患数としています（図 2）。 

 がんの原発部位は WHO の国際疾病分類－腫瘍学第 3.2 版（ICD-O-3.2）により分類しま

す。集計では、これを第 10 回修正国際疾病分類（ICD-10）に基づき分類し直して提示して

います（表 3 ）。 
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 図 2 罹患数の把握 

 

 

 表 3 主要部位の表記と ICD-10 による定義 
表記 ICD10 備考 
全部位 C00-C96 罹患のみ 
全部位 C00-C97 死亡のみ 
⼝腔・咽頭 C00-C14 ⼝唇、⼝腔、咽頭 
食道 C15  
胃 C16  
大腸（結腸・直腸） C18-C20  
結腸 C18  
直腸 C19-C20  
肝および肝内胆管 C22  
胆のう・胆管 C23-C24  
膵臓 C25  
喉頭 C32  
肺 C33-C34 気管、気管支、肺 
皮膚 C43-C44 ⿊⾊腫を含む 
乳房 C50  
子宮 C53-C55  
子宮頸部 C53  
子宮体部 C54  
卵巣 C56  
前⽴腺 C61  
膀胱 C67  
腎・尿路（膀胱除く） C64-C66、C68 腎、腎盂、尿管、その他の泌尿器 
脳・中枢神経系 C70-C72 髄膜、脳、中枢神経系 
甲状腺 C73  
悪性リンパ腫 C81-C85、C96 細網内皮系腫瘍を含む 
多発性骨髄腫 C88-C90  
白血病 C91-C95 造血組織 

医療機関から届出された罹患情報 届出のなかった罹患情報

真のがん罹患数

把
握
で
き
な
い
生
存
が
ん
患
者

死亡診断書による情報

罹患情報に死亡情報を加えて把握した数

死亡情報をもとに罹患情報を
医療機関に問い合わせ症例
（遡り調査）

DCO︓
死亡票のみで
登録された
症例

DCI症例︓死亡診断書を契機に把握された症例

医療機関から届出された罹患情報

医療機関から届出された罹患情報

罹患情報を把握した数

死亡情報をもとに罹患情報を
医療機関に問い合わせ症例
（遡り調査）
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１－３ 用語の解説 

 

■ 罹患（Incidence） 

 ある集団で一定期間に新たに診断されたがんの数です（再発を含まない）。 

 

■ 罹患数（Number of Incidence） 

 一定期間内に新たに診断されたがんの数を罹患数と定義します。福岡県がん登録では、

福岡県在住者で、登録データの中から 2023 年（令和 5 年）に新たに診断されたがんを抽出

し、これと 2023 年（令和 5 年）に死亡票を契機に登録されたがん（DCI）の症例数を足し

合わせたものを 2023 年（令和 5 年）の罹患としました。 

 

■ 罹患率（Incidence Rate） 

 罹患数を登録対象地域の人口（観察人口）で割ったものであり、通常は 1 年間の 10 万人

あたりの罹患数で表現されます。 

 

■ 観察人口（Population at Risk） 

 がん登録で罹患率を計算する際の分母となるものです。罹患数を実測した登録対象地域

の年中央人口を用います。登録対象に外国人を含まない場合は日本人人口を、含む場合は

総人口を用います。通常、分子となる罹患数には外国人を含むため、総人口を用います。 

 

■ 年齢階級別罹患率（Age-specific Incidence Rates） 

 年齢階級別の罹患数を対応する年齢階級別人口で除したものです。5 歳階級ごとの罹患

率を人口 10 万対で表します。各年齢階級の罹患数を、2023 年（令和 5 年）における福岡県

のその年齢階級の人口で割り、それに 10 万を乗ずることによって求めます。がんの多くの

部位では、高齢者ほど罹患率が高くなります。 

 

■ 粗罹患率（Crude Incidence Rates） 

 全年齢階級の罹患数を全年齢階級のその年の人口で除したものです。ほとんどのがんは

年齢によってリスクが異なるため、粗罹患率は観察人数の年齢構成に強く影響を受けます。

このため、地域間の比較や同地域でも年齢構成の異なる集計年の比較には適しません。 

 

■ 年齢調整罹患率（Age-standardized Rates） 

 がん登録における罹患率算出の目的のひとつは、対象地域と他地域、あるいは国全体と

の比較、年次推移の観察です。比較対象間の人口構成が異なる場合、粗罹患率による比較

は困難であるため、人口構成の違いを取り除いた罹患率、すなわち年齢調整罹患率を用い

ます。   

 その地域の罹患率を、人口構成の異なる他の地域と比較可能にするために年齢分布を調

整した罹患率です。福岡県の人口構成を標準的な人口構成に置きかえた場合の罹患率を計
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算しています。世界各国及び我が国の各地域との罹患率比較を考慮し、「昭和 60 年（1985

年）日本人モデル人口」及び「世界人口」を基準人口（表 4）として用いて、直接法による

2 種類の年齢調整罹患率を求めます。 

 

 表 4 集計に⽤いた年齢階級別福岡県総⼈⼝と基準⼈⼝構成 

 

 

 年齢調整罹患率には、計算したい地域の人口の構成が基準（標準）人口（Standard Population）

と同じであると仮定して算出する直接法（Direct Method）と、基準（標準）人口集団での年

齢階級別罹患率を用いて計算する間接法（Indirect Method）があります。 

 

（１）直接法 

 比較する対象間で年齢構成に偏りがある場合、標準とする集団の人口構成と同一であ

ると仮定した場合の仮の率を計算して比較します。この時、標準とする集団を基準（標

準）人口といいます。本報告書では、「昭和 60 年（1985 年）モデル人口」を用いて年齢

調整罹患率を算出しました。 

（２）間接法 

 間接法により得られる値は、年齢調整罹患率ではなく、期待値と観測値の比です。対象

とする地域の年齢階級別罹患率が基準集団の年齢階級別罹患率と同じであると仮定した

場合の罹患数（期待罹患数）を計算し、実際に観察された罹患数（観察罹患数）との比

［標準化罹患比（SIR：Standardized Incidence Rate）］を求めて比較する方法です。 

 この方法は、年齢階級別罹患率が偶然変動により値が安定しにくい人口規模の小さい

集団（市町村や医療圏など）の罹患を、全県など基準とする集団と比較したい場合に多く

用います。 

昭和60（1985）年
   男    ⼥    男⼥計 日本⼈モデル⼈⼝

0-4歳 97,000 93,000 190,000 12,000 8,180,000
5-9歳 113,000 108,000 221,000 10,000 8,338,000

10-14歳 120,000 114,000 233,000 9,000 8,497,000
15-19歳 119,000 115,000 234,000 9,000 8,655,000
20-24歳 139,000 137,000 276,000 8,000 8,814,000
25-29歳 135,000 136,000 271,000 8,000 8,972,000
30-34歳 129,000 134,000 263,000 6,000 9,130,000
35-39歳 147,000 150,000 297,000 6,000 9,289,000
40-44歳 162,000 167,000 329,000 6,000 9,400,000
45-49歳 181,000 186,000 367,000 6,000 8,651,000
50-54歳 180,000 187,000 367,000 5,000 7,616,000
55-59歳 148,000 161,000 309,000 4,000 6,581,000
60-64歳 141,000 154,000 295,000 4,000 5,546,000
65-69歳 145,000 160,000 304,000 3,000 4,511,000
70-74歳 171,000 199,000 370,000 2,000 3,476,000
75-79歳 127,000 163,000 289,000 1,000 2,441,000
80-84歳 89,000 135,000 224,000 500 1,406,000
85歳以上 78,000 187,000 264,000 500 784,000

合計 2,421,000 2,686,000 5,103,000 100,000 120,287,000

世界⼈⼝年齢階級    福岡県総⼈⼝ 2023年（令和5年）
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 SIR が 1 の場合は比較集団とがん罹患が同等､1 より大きい場合は比較集団よりもがん

罹患が多く､1 より小さい場合は､がん罹患が少ないことを表します。 

 間接法による標準化のための期待値の計算は、対象集団の人口構成に依存しており、

重みづけが対象集団間で異なります。従って、対象集団の SIR は、基準とする集団と比

較はできますが、対象集団同士の比較は厳密にはできません。対象集団間での比較は、対

象集団と比較集団の年齢階級別罹患率の比が全年齢階級で同じとの仮定のもとで可能で

す。 

 

■ 累積罹患率（Cumulative Incidence Rates）と累積罹患リスク（Cumulative Incidence Risk） 

 累積罹患リスクは、他の疾患で死亡しないと仮定した場合の、ある年齢区間（通常 0-74

歳）において個人ががんに罹患するリスクです。 

 累積罹患率は、年齢階級別罹患率の合計値であり、年齢階級別人口が同じ場合の直接的

な年齢調整罹患率であると解釈できます。また、累積罹患率はその値が十分小さいとき（例

えばがんの罹患率）は、累積罹患リスクとほぼ同様の値となります。 

 累積罹患率は、個人が一定の年齢内にがんを患う危険度を表す「割合」であり、罹患する

確率です。通常パーセンテージで表します。 

 累積罹患率は、（1）計算に基準（標準）人口を選択する必要がない、つまり基準（標準）

人口による重み付けの影響を受けない、（2）異なる年齢階級の累積罹患率を求める場合は

率同士を足すことができる（0-74 歳の累積罹患率＝0-39 歳の累積罹患率＋40-74 歳の累積

罹患率）、（3）1-exp（－累積罹患率）の式により、簡単に累積罹患リスクが求められる、と

いう利点があります。 

 

■ 死亡率・年齢調整死亡率 

 がん罹患は、がんという事象の発生率です。死亡についても同様で、がんによる死亡と

いう事象の発生率です。したがって、がん死亡率（Mortality Rates）・年齢調整死亡率（Age-

standardized Mortality Rates）・標準化死亡比（SMR：Standardized Mortality Ratio）・累積死亡

率（Cumulative Mortality Rates）・累積死亡リスク（Cumulative Mortality Risk）の計算方法は、

がん罹患率・年齢調整罹患率などと同様です。 

 

１－４ 人口統計と死亡統計の出典 

 

■ 人口 

 率の算出には総務省統計局提供の人口推計データを用いました。なお、罹患率の計算に

は総人口を、死亡率の計算には日本人人口を用いています。 

 

■ 死亡 

 死亡統計については 厚生労働省の人口動態統計の数値を用いました。なお、この死亡デ

ータは、日本における日本人死亡です。 
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※年齢階級別罹患率及び年齢調整罹患率の計算式 

 

１－５ がん登録の精度指標について 

 

■ 死亡票を契機に登録されたがん（DCI：Death Certificate Initiated）の割合（%） 

DCI とは、死亡票を契機に登録された症例のことであり、言い換えると、生存中にが

んであることを把握されなかった症例のことです。もし多くの症例が生存中に届出され

ず、死亡票によって初めて把握されれば、DCI の割合が高くなるとともに、より多くの

生存例が把握漏れとなり、罹患数は実際より低く見積もられる可能性があります。 

国際がん研究所（IARC：International Agency of Research on Cancer）／国際がん登録学

会（IACR：International Association of Cancer Registries）によるがん罹患データに適用さ

れる国際基準（以下、国際基準）では、DCI の割合が 20％以下となることとされていま

す。 

  ※DCI は、従来の、死亡者情報票で初めて把握されたがん（DCN：Death Certificate 

Notification）から、遡り調査の結果、がんではなかったと判明したものを除いたもので

すが、我が国の集計対象では、ほぼ DCN=DCI となります。 

 

■ 死亡診断書の情報しかないもの（DCO：Death Certificate Only）の割合（%） 

DCO とは、死亡票からしか把握されていない症例のことです。DCO 症例は正確度（妥

当性）が低いと仮定されるので、がん登録データの妥当性を評価する指標のひとつとし

て用いられます。国際基準では、DCO の割合が 10％以下であることが求められていま

す。 

 

�� ：年齢階級 i における罹患数

�� ：年齢階級 i における福岡県人口

�� ：年齢階級 i における基準人口 のとき、

年齢階級 i における福岡県の人口10万人当たりの年齢階級別罹患率
（Age-specific incidence rate）�� は、

�� �
��

��

� 100,000

年齢階級 i から A までの年齢調整罹患率（Age-standardized incidence rate）�
�は、

�
� �
［各年齢階級の罹患率］ � ［基準人口のその年齢階級の人口］

基準人口の合計

�
∑ ����

�
���

∑ ��
�
���
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■ 死亡／罹患比（M/I 比：Mortality/Incidence Ratio） 

M/I 比とは、同一時期のがんの死亡数と罹患数との比です。もし死亡数が罹患数より

多ければ、その部位のがん罹患が著しい速さで減少している場合を除いては、登録が完

全でないことを示しています。この比は生存率とも強い負の関連があり、生存率の高い

部位のがんでは、M/I 比は 0 に近い値をとります。国際基準では、M/I 比が 0.5 以下で

あることが求められています。 

 

■ 顕微鏡学的診断（MV：Microscopic Verification of Diagnosis）の実施割合（%） 

MV の割合とは、把握されたがんのうち、組織診あるいは細胞診などの顕微鏡学的診

断によってがんと診断されたものの割合で、診断の信頼性を示す指標として、がん登録

で幅広く利用されています。MV の割合は診断精度の重要な指標である一方、部位によ

っては組織診に代わる診断方法が確立されている場合もあるので、部位別に評価する必

要があります。 
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第２章 福岡県のがんの状況 

 

２－１ 罹患の状況 

 

（１） 最新集計について 

 ① 集計の対象となる者 

 罹患年月日が 2023 年 1 月 1 日から 12 月 31 日の間にがんと診断された者のうち、

2024 年 12 月 31 日までに届出られた者 

 

② 集計の時期  

2026 年（令和 8 年）2 月 1 日現在 

 

③ 年月日の決め方 

ア 届出、遡り調査による登録例は、初めて当該がんと診断された年月日 

イ 届出が無く死亡者情報票によってのみがん罹患が判明した例は、死亡年月日 

 

④ 集計の対象となるがん 

ア ICD-O-3 分類の性状 2（上皮内）、3（悪性、浸潤性）で示される新生物 

イ DCI 症例については、原死因かつ、ICD-10 の C コード、「髄膜ならびに脳脊髄お

よび脳神経系その他中枢神経系」の腫瘍に対する D コード（1 票につき 1 件） 

 

⑤ 2023 年（令和 5 年）罹患症例（全部位）における登録精度（国際基準）（図） 

DCI：3.1%（＜20%）   DCO：2.0%（＜10%）   M/I：0.40（≦0.5） 
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図 3 部位別の登録精度（集計表 8-A から作成） 
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（２） 罹患の概要 

①  部位別内訳 

 2023 年（令和 5 年）における福岡県のがん罹患数（上皮内がんを除く）は、男性延べ 21,248

件、女性延べ 18,594 件、合計 39,842 件でした。男性では前立腺がんに続き、肺、大腸（結腸・

直腸）、胃が多く、女性では乳房に続き、大腸（結腸・直腸）、肺、胃が多くなっています（図

4）。 

 

図 4 部位内訳（％）（集計表 1-A から作成） 
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② 年齢階級別、部位別にみた内訳 

 年齢階級別にみると、2023 年（令和 5 年）に新たに診断されたがんの約 4 割以上を 75

歳以上が占めています。15 歳未満の罹患、いわゆる小児がんは 90 件です（図 5）。 

   働き盛りの 40-64 歳で罹患数の多い部位は、男性では大腸（結腸・結腸）、肺、前立腺、

胃、女性では乳房、子宮、大腸（結腸・結腸）です（図 6）。 

   年齢階級別、部位別にみると、ほとんどの部位のがんは、年齢階級が高くなるほどか

かりやすくなっていますが、女性の乳房及び子宮は 30 代前半、卵巣は 30 代後半の世代

から多くなっています（図 7）。 

 

 

 図 5 年齢階級別内訳（集計表 2-A から作成） 
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図６ 年齢階級別部位内訳（％）（集計表 2-A から作成） 
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図 7 部位別年齢階級別罹患率（⼈⼝ 10 万対）（集計表 3-2-A、B から作成） 
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（３） 全国と比較した福岡県のがんの罹患の特徴 

 福岡県の年齢調整罹患率を日本全体の推計値と比較すると、福岡県は多くの部位で全国を

上まわり、特に、男性は肺や肝および肝内胆管、女性は乳房や子宮で罹患率の差が大きくな

っています（図 8）。 

 

図 8 部位別がん年齢調整罹患率（⼈⼝ 10 万対）（集計表 1-A から作成） 
 

 
・全国の値は、厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課「令和 5 年全国がん登録 罹患数・率 報告」より引

⽤した。 
・基準⼈⼝は、「昭和 60 年（1985 年）日本⼈モデル⼈⼝」を⽤いた。 
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（４） 発見経緯 

 一般に住民検診が実施されている胃、大腸（結腸・直腸）、肺、乳房、子宮頸部において、

がん検診もしくは健康診断や人間ドックが発見の契機となった症例の割合は、胃 15.6％、大

腸 14.9％、肺 11.0％、女性の乳房 25.2％、子宮頸部 35.4％です。「その他」と「不明」には、

何らかの症状による医療機関受診時の発見が含まれるため、この割合が減少し、検診等で発

見される割合が増加することが望まれます。 

 肝および肝内胆管において、他疾患の経過観察中の発見が多いのは肝炎や肝硬変の治療中

の発見によると考えられます（図 9）。 

 

図 9 部位別発⾒経緯（対象は DCO を除く届出患者）（%）（集計表 4-A、B から作成） 
 

 

・＊印が付いた部位は、上皮内がんを含む。 
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（５） 病期 

 一般に住民検診が実施されているもののうち、胃、大腸（結腸・直腸）、女性の乳房、子宮

頸部においては、発見時の病期が上皮内がん、限局の割合が高くなっています。一方、肺は、

がん検診が実施されている部位にも関わらず、発見時に遠隔転移があった割合も高くなって

います（図 10）。 

 

図 10 部位別発⾒時の病期（%）（対象は DCO を除く届出患者）（集計表 5-1-A、B から作成）  
 

 

・＊印が付いた部位は、上皮内がんを含む。 
・胃の限局には、粘膜内がんを含む。 
・結腸・直腸の上皮内は、粘膜内がんまでを指す。 
・子宮頸部の上皮内は、CIN3（子宮頚上皮内腫瘍、Ⅲ度）を含む。 
 

9.4

17.9

19.3

15.0

2.6

11.1

65.4

40.8

58.7

37.9

36.9

39.9

60.7

15.8

23.5

37.2

54.7

13.7

63.9

57.9

6.8

9.0

13.2

12.1

15.4

2.2

3.2

4.7

8.1

18.2

1.2

3.4

1.4

20.2

7.2

9.4

10.0

8.1

8.3

38.5

19.4

9.3

3.9

14.6

17.7

15.3

17.7

17.8

16.1

16.0

16.2

12.5

26.8

42.6

33.4

6.0

3.9

12.0

13.2

5.1

7.3

5.7

5.8

5.5

16.4

15.8

9.8

9.4

6.2

1.3

3.1

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

*食道（1,063件）

胃（3,976件）

*大腸（結腸・直腸）（7,303件）

*（再掲）結腸（4,907件）

*（再掲）直腸（2,396件）

肝および肝内胆管（1,558件）

胆のう・胆管（754件）

膵臓（1,776件）

*肺（5,208件）

*乳房（⼥性のみ）（4,975件）

*子宮頸部（1,504件）

子宮体部（819件）

前⽴腺（3,650件）

上皮内 限局 リンパ節転移 隣接臓器浸潤 遠隔転移 不明



21 

 

（６） 初回の治療方法 

 胃、大腸（結腸・直腸）等の消化管、乳房、子宮では切除等の外科的治療の割合が高く、膵

臓、前立腺では、薬剤による治療が多く行われています 

（図 11）。 

 

図 11 初回治療の⽅法（％）（対象は DCO を除く届出患者）（集計表 6-A、B から作成） 
 

 

・＊印が付いた部位は、上皮内がんを含む。 
・「切除」は、観血的治療（外科的治療、鏡視下治療及び内視鏡的治療）を指す。 
・「薬剤」は、化学療法及び内分泌療法を指す。 
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２－２ 死亡の状況 

 

（１） がん死亡の概要 

① 部位別内訳 

 福岡県では、2023 年（令和 5 年）に、男性 8,877 人、女性 7,063 人、合計 15,940 人が、が

んを原因として死亡しています。部位別では、男性は肺に続き、大腸（結腸・直腸）、胃、膵

臓、肝および肝内胆管が多く、女性は大腸（結腸・直腸）と肺に続き、膵臓、乳房、胃が多く

なっています。罹患の比較的多い女性の乳房は、死因としてはそれほど多くないことがわか

ります（図 12）。 

  

 

図 12 部位内訳（％）（集計表 9 から作成） 
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② 年齢階級別、部位別にみた内訳 

 福岡県で 2023年（令和 5年）にがんで死亡した人の半数以上が 75歳以上でした。ほとん

どの部位のがんは、年齢が高くなるほどかかりやすくなるため、がんによる死亡者も高齢者

が多くなっています（図 13）。 

 働き盛りの 40-64歳での死亡は、男性では肺、大腸（結腸・直腸）、膵臓、胃が多く、女性

では乳房、子宮、大腸（結腸・直腸）、膵臓、卵巣が多くなっています（図 14、15） 

 

図 13 年齢階級別内訳（％）（集計表 10 から作成） 

 

図 14 40 歳から 64 歳における疾患別死亡数（集計表 10 から作成） 
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図 15 部位別年齢階級別死亡率（⼈⼝ 10 万対）（集計表 11-2 から作成） 
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（２） 全国と比較した福岡県のがん死亡の特徴 

 福岡県の年齢調整死亡率は、多くの部位で日本全体の推計値と同程度ですが、大腸（結腸・

直腸）、肝および肝内胆管、肺、膵臓では、全国との死亡率の差が大きくなっており、全部位

では、全国と比べて男性が特に高くなっています（図 16）。 

 

図 16 部位別がん年齢調整死亡率（⼈⼝ 10 万対）（集計表 9 から作成） 

 

 

・全国の値は、国⽴がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（厚生労働省⼈⼝動態統計）より引⽤した。 
・基準⼈⼝は、「昭和 60 年（1985 年）日本⼈モデル⼈⼝」を⽤いた。 
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（３） がん５年相対生存率（部位別） 

 2018 年にがんと診断された患者の、全部位での 5 年相対生存率は 63.8%でした。わが国で

多くがんが発生している部位では、胃が 66.6%、大腸が 67.5%、肺が 40.3%、乳房が 88.9%で

した。前立腺、皮膚、甲状腺では 90%を超え、逆に、膵臓、胆のう・胆管では 30％に満たな

い状況でした。（図 17） 

 

図 17 部位別がん５年相対生存率（2018 年症例）（集計表 12 から作成） 

 
・エラーバーは、標準誤差を示す。 
・集計対象外︓DCO 症例、上皮内がん（大腸の粘膜がんを含む）と良性・性状不詳、年齢不詳・100 歳以上の 
 症例、多重がんのある症例における 2 番目以降に発⾒された症例。 
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（４）がん５年相対生存率（部位別・総合進展度別） 

 総合進展度別では、全部位の 5 年相対生存率は、限局が 90.9%、領域（領域リンパ節転移

＋隣接臓器浸潤）が 62.0%、遠隔（遠隔転移）が 19.2%でした。進展度が限局の場合、多く

のがんで 90%を超えていましたが、肝および肝内胆管では約 60％、膵臓では 50%を下回っ

ていました。領域における乳房と前立腺、遠隔における前立腺は、他のがんに比べ生存率が

高くなっています。（図 18） 

 

図 18 部位別・総合進展度別がん 5 年相対生存率（2018 年症例）（集計表 13 から作成） 

 
・エラーバーは、標準誤差を示す。 
・集計対象外︓DCO 症例、上皮内がん（大腸の粘膜がんを含む）と良性・性状不詳、年齢不詳・100 歳以上の 
 症例、多重がんのある症例における 2 番目以降に発⾒された症例。 
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